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１．報告事項 

 風力連系に係る状況 
 

当社の風力３０日等出力制御枠：１０９万ｋW 
 

風力申込状況 
 

  ①「接続済＋接続申込済」                                  ： ５６万ｋW 
  ②「接続済＋接続申込済＋接続検討申込済」：１５２万ｋW （＋９６万ｋW） 

     ⇒ 仮にこれらの接続検討申込済の案件が接続申込した場合には 
        ３０日等出力制御枠に到達する可能性がある 

 

 風力および太陽光の出力制御見通し 
 

上記風力の申込状況，および，太陽光についても空容量が減少してきた  
ことから，風力および太陽光の出力制御見通しを公表する 
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２．風力連系に係る状況 

 風力３０日等出力制御枠：１０９万ｋW  
 

 ＜平成29年2月末時点の状況＞ 
 接続済＋接続申込済                ：   ５６万ｋW 
 接続済＋接続申込済＋接続検討申込済 ：１５２万ｋW （＋９６万ｋW） 

[万kW] 

（30日等出力制御枠） 
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接続検討申込済：96 

接続済：35 

接続契約申込済：21 
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３．出力制御見通しの算定 

  － 出力制御見通しの考え方 

 出力制御見通しの考え方 
 

 制御日数が３０日（新ルール風力においては７２０時間）に達しない見込み 
である時は，「新・旧ルール」「指定ルール」間および「風力・太陽光」間の 
各発電事業者を出力制御の機会が公平となるように制御 
 

 需要，日射量，および，風力出力の実績を基に算定 
 

 太陽光６６０万ｋＷ （旧ルール：３０日，新ルール：３６０時間），および， 
風力１０９万ｋW （部分制御考慮時間で管理） が連系しているものとし，  
指定ルールの発電設備が追加で連系した場合の出力抑制に係る制御時間，
制御電力量，制御率を算定 

前提条件 

算定年度 2013~2015年度（各年度ごとに算定，３ヵ年平均値を採用） 

需要 エリア需要実績 

太陽光，風力の供給力 時間帯別の発電実績 

供給力（ベース） 震災前過去30年間の稼働率平均に，設備容量を乗じて算定 

火力発電の供給力 安定供給が維持可能な最低出力 

揚水式水力の活用 再エネの余剰電力吸収のため最大限活用 
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３．出力制御見通しの算定 

  － 風力発電の導入想定 

 H29.2末時点で接続済および接続申込済は約５６万ｋW，接続検討申込済は   
約１００万ｋW 

 接続検討申込済は至近１年間で大きく増加している。一方，今後は風力適地が  
減少することを考慮して，将来的な追加導入量は１００万ｋW程度を想定 

 上記により，風力の指定ルール導入量を＋１５０万ｋWとして算定 
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３．出力制御見通しの算定 

  － 太陽光発電の導入想定 

 H29.2末時点で接続済および接続申込済は約６２３万ｋW，接続検討申込済は   
約２５０万ｋＷ 

 接続検討申込済は継続的に増加している。一方，今後の認定取消などを考慮し
て将来的な追加導入量は１００万ｋW程度を想定 

 上記により，太陽光の指定ルール導入量を＋３００万ｋWとして算定 
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風  力 

指定ルールの設備量 
（万kW） 

制御時間 
（時間） 

A.制御電力量 
（万ｋWh） 

B.制御前発電電力量 
（万ｋWh） 

（A/B）制御率 
（％） 

＋  ５０ ４７７ ２，４５０  ６４，０８１ ３．８ 

＋１００ ４９４ ５，１７３ １２８，１６１ ４．０ 

＋１５０ ５１３ ７，９１０ １９２，２４２ ４．１ 

 指定ルールの出力制御見通し 
  [実績ベース方式 ２０１３～２０１５年度平均 （至近３カ年実績を基に算定）] 

太 陽 光 
指定ルールの設備量 

（万kW） 
制御時間 
（時間） 

A.制御電力量 
（万ｋWh） 

B.制御前発電電力量 
（万ｋWh） 

（A/B）制御率 
（％） 

＋１００ ３４３  ２４，４８２ １３４，９７６ １８．２ 

＋２００ ６２６  ８４，８８６ ２６９，９５１ ３１．５ 

＋３００ ８２６ １６０，７８５ ４０４，９２７ ３９．７ 

３．出力制御見通しの算定 

  － 算定結果 

※出力制御⾒通しは，一定の条件に基づいた試算結果であり，実際に発⽣する出力制御の時間数等  

  については，需要や電源の稼働状況等によって変動することや，あくまでも試算値であり上限値として 

  保証するものではない。 
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※ 昼間帯最低負荷については，４月 又は ５月のＧＷを除く，晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の  

    需要に，余剰買取による太陽光発電の自家消費分を加算 

３．出力制御見通しの算定 

  －（参考）風力発電の指定ルール案件の出力制御見通し（各年度データ） 

風  力 

指定ルール 
の設備量 
（万kW） 

制御時間 
（時間） 

A 
制御電力量 
（万ｋWh） 

B 
制御前発電電力量 

（万ｋWh） 

A/B 
制御率 
（％） 

２０１５年度 

 
昼間最低負荷 

５６２万kW 

＋ ５０ ５０８ ２，３３３  ５９，８６０ ３．９ 

＋１００ ５１９ ４，９１５ １１９，７１９ ４．１ 

＋１５０ ５３６ ７，５４７ １７９，５７８ ４．２ 

２０１４年度 

 
昼間最低負荷 

５６６万kW 
 

＋ ５０ ４４９ ２，２６９  ６３，２３７ ３．６ 

＋１００ ４７１ ４，８２４ １２６，４７４ ３．８ 

＋１５０ ４８７ ７，１７１ １８９，７１１ ３．８ 

２０１３年度 

 
昼間最低負荷 

５６０万kW 
 

＋ ５０ ４７５ ２，７４７  ６９，１４６ ４．０ 

＋１００ ４９２ ５，７８０ １３８，２９１ ４．２ 

＋１５０ ５１７ ９，０１２ ２０７，４３７ ４．３ 

※ 

※ 

※ 
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※ 昼間帯最低負荷については，４月 又は ５月のＧＷを除く，晴れた休日昼間の太陽光発電の出力が大きい時間帯の  

    需要に，余剰買取による太陽光発電の自家消費分を加算 

３．出力制御見通しの算定 

  －（参考）太陽光発電の指定ルール案件の出力制御見通し（各年度データ） 

太陽光 

指定ルール 
の設備量 
（万kW） 

制御時間 
（時間） 

A 
制御電力量 
（万ｋWh） 

B 
制御前発電電力量 

（万ｋWh） 

A/B 
制御率 
（％） 

２０１５年度 

 
昼間最低負荷 

５６２万kW 

＋１００ ３８６ ２７，５６６ １３３，４１１ ２０．７ 

＋２００ ６８０ ９１，４４２ ２６６，８２２ ３４．３ 

＋３００ ８８７ １７１，４９５ ４００，２３３ ４２．８ 

２０１４年度 

 
昼間最低負荷 

５６６万kW 
 

＋１００ ３１７ ２２，３０５ １３２，１９４ １６．９ 

＋２００ ５６９ ７６，８８１ ２６４，３８８ ２９．１ 

＋３００ ７９５ １５３，７６５ ３９６，５８３ ３８．８ 

２０１３年度 

 
昼間最低負荷 

５６０万kW 
 

＋１００ ３２７ ２３，５７５ １３９，３２２ １６．９ 

＋２００ ６３０ ８６，３３６ ２７８，６４４ ３１．０ 

＋３００ ７９７ １５７，０９５ ４１７，９６６ ３７．６ 

※ 

※ 

※ 
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（参考）算定条件について 

今回の算定条件 

需要断面 
・2013年度～2015年度のエリア需要実績（太陽光余剰契約の自家消費分を加算） 
・24時間×365日＝8,760時間  （2015年度は閏年のため366日） 
・2013年度：646億kWh，2014年度：637億kWh，2015年度：625億kWh 

供給 
（ﾍﾞｰｽ) 

原子力 
・既設設備 ：島根２，３号，利用率：震災前30年平均 
（設備量）219.3万kW （利用率）79.6％ （供給力）174.6万kW 

一般水力 
・震災前30年平均 （調整可能な水力は抑制・停止） 
（設備量）100.8万kW    

地熱 ・該当なし 

再エネ 
出力 

風力 
・2013年度～2015年度実績（風力発電量や日射量に基づく時間帯別の各年度発電実績） 

太陽光 

バイオマス 
・今後見込まれる量も含む 
（設備量）241.5万kW （利用率）26.7％ （供給力）64.4万kW 

小水力 
・今後見込まれる量も含む 
（設備量）6.8万kW （利用率）57.4％ （供給力）3.9万kW 

回避 
措置 

火力 
・LFC調整力を確保 
・再エネの供給力がＬ５相当でもピーク需要に対応可能な供給力を確保 
（設備量）1080.5万kW 

揚水 
・俣野川・南原は5台／6台（長期作業・計画外停止を考慮），新成羽川は全台考慮 
・最大電源脱落時に対応できる上池容量を確保 

再エネ 
出力制御 

・2015年1月の省令施行日以前の申込には旧ルールを適用（50kW未満は猶予期間あり） 
・それ以降の申込には新ルールを適用 

新電力火力 ・原則，全量停止 


